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ＰＲＴＲ届出データの解析
～個別事業所データの活用～

ＮＩＴＥ化学物質管理センター成果発表会2009
2009年7月2日
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PRTR制度におけるＮＩＴＥの役割

事業所管大臣

ＰＲＴＲサポートセンター

届出内容の記録・集計

経済産業省
環境省

公表

ＮＩＴＥホームページ
（日本語、英語）

ＰＲＴＲ届出の流れ

講師派遣

届出内容の確認
（形式チェック、数値チェック）
書面届出の電子化

届出に関する照会

講演会
ＰＲＴＲ説明会
リスクコミュニケーション等

※

法律所管大臣

問合わせ

ＰＲＴＲ対象事業者

技術情報の提供

都道府県等

ＮＩＴＥ
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４．まとめ
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化管法の見直し

見直しの概要

・平成１９年２月から、産業構造審議会と中央環境審議会による化管法見直しに係る合同会議を

開催し、８月に報告書を取りまとめ。

・報告書では、現行制度が定着した中、その枠組みを維持するとともに、①対象物質の見直し、

②開示請求方法の見直し、③指定物質以外の物質のＭＳＤＳ交付の仕組みの検討等について言及。

～ ＰＲＴＲデータの流れ ～

個別事業所のPRTRデータの公表

集計結果・個別
データ

自治体

・対象業種（要件未満）
・非対象業種
・家庭
・移動体

推計

自治体 国
（記
録
・集
計
）

国

民

集計結果の公表

事業者
届
出 地域に応じた

集計・公表

届
出
外

個別事業所データの開示請求

開示
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これまでの公表結果と解析事例

どんなデータが公表されているか？

排出・移動先の集計結果
全国・全業種
都道府県別・全業種
全国・業種別
都道府県別・業種別
従業員数区分別の集計
全国・業種別
都道府県別・業種別

http://www.prtr.nite.go.jp/prtr/19lawtotal.html
ホームページ上で公表
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例２：大気への排出上位５物質の推移

例１：総排出量の区分別推移

総
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量
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）

解析事例
・排出量の過去の変動
・大気への排出の上位物質
・○○県の大気への排出量の上位物質
・業種○○からの排出量が多い物質
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個別事業所データの公表

個別事業所データの内容は？

届出先自治体
事業者名称
事業所名称
事業所所在地

個々の事業所のＰＲＴＲ届出内容が公表（過去の届出すべて）

届出物質数
従業員数
業種
物質名称

ＮＩＴＥホームページ上から各年度のデータを入手
http://www.prtr.nite.go.jp/prtr/prtr-kaizi.html

大気への排出
公共用水域への排出
埋立処分
土壌への排出
下水道への移動
廃棄物としての移動

個々の事業所の届出データを
事業者、自治体、国民が簡単に
入手可能に！

データを活用するためには、
ＰＲＴＲデータを閲覧・集計・
比較・印刷・ファイル出力を
行うためのアプリケーション
（無料）が必要です。
「ＰＲＴＲデータ分析システム」
（ＰＲＴＲけんさくん）

データを活用するためには、
ＰＲＴＲデータを閲覧・集計・
比較・印刷・ファイル出力を
行うためのアプリケーション
（無料）が必要です。
「ＰＲＴＲデータ分析システム」
（ＰＲＴＲけんさくん）

どんなことがわかるか？
・自社からの排出が全国でどれくらいか？
・同業他社は自社より排出量が多い？少ない？
・○○市から届け出されている排出量が知りたい
・あの工場の排出量は去年より減少している？
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個別事業所データの入手

データの閲覧 ： ＰＲＴＲけんさくん ＋ 届出データのダウンロード

ＰＲＴＲけんさくん

届出データ

事業者・事業所名称

事業所住所

大気への排出
公共用水域への排出
土壌への排出
埋立処分
下水道への移動

動業種 物質 廃棄物としての移

ＰＲＴＲけんさくんの表示画面例

http://www.prtr.nite.go.jp/prtr/prtr-kaizi.html
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PRTRけんさくんの機能

業種

物質

住所
検索

～検索・抽出機能～
業種、物質、住所、従業員数等で検索・抽出が可能。
例：
・○○市で届け出している事業所を知りたい！
・化学工業で、トルエンを排出している上位事業所を
知りたい！
・従業員数が多い事業所からの排出量を知りたい！

集計

最大5年間の比較

検索・抽出したデータの集計
表の印刷も可能

～集計機能～

～比較機能～
事業所ごとの経年変化の表示が可能
（事業所名称が同じ場合に限る。）
例：
・あの事業所からの排出量は去年より減っている？
・○○市のトルエンの経年変化を知りたい
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PRTRけんさくんの活用

例１．物質別で排出量の多い順に並び替え

① ③大気の排出量で
降順に並び替え

順位

②物質を選択

④トルエンの大気への
排出量の一覧表（降順）
（全業種・全国）

例１．物質別で排出量の多い順に並び替え

自社が全国何番目に位置しているか？
→ 排出量がどれくらいの位置にあるのか認識する
ことも適正な管理のひとつ。

※業種、住所で絞ることも可能
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PRTRけんさくんの活用

例２．業種別で排出量の多い順に並び替え例２．業種別で排出量の多い順に並び替え

①

物質を選択

②業種を選択

③プラスチック製品製造業からのトルエンの
届出事業者一覧

同業種他社と比べて自社の位置を再認識
自社の排出量が大きい！
→ 削減できる工夫があるかもしれない
→ 計算違い？算出方法の見直し
※他業種の排出量も参考にできる

過去の届出で間違いがわかった場合は？

過去５年間（平成１５年度把握分から）の
届出内容の修正が可能です。
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PRTRけんさくんの活用

例３．住所で届出のある事業所を抽出

①

地域で多く排出している事業所は？
→ 地域ごとに届け出している事業所がわかる

極端に数値が高すぎないか？低すぎないか？
→ 毎年の算出方法は正しいか？届出のチェック

③例：東京都渋谷区からの届出事業所一覧

②住所を入力

例３．住所で届出のある事業所を抽出
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個別事業所データの解析事例

① 届出とモニタリング結果の比較

② リスク評価への活用

③ 地域の環境管理への活用

④ リスクコミュニケーションへの活用
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①届出とモニタリング結果の比較

～ジクロロメタン（全国）～

大気への排出量とモニタリング結果
145　ジクロロメタン（塩化メチレン：全国平均）
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大気への排出量とモニタリン
グ結果（全体）との比較

排出量・大気中濃度も減少傾向
（R2＝0.26)

個別事業所データを用いれば、
地域を限定して解析が可能！



14

①届出とモニタリング結果の比較

～ジクロロメタン（三重県四日市市）～

大気への届出排出量とモニタリング結果
ジクロロメタン（三重県四日市市）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

H19H18H17H16H15H14H13H12

0

2

4

6

8

10

12
大気排出量（四日
市）
大気中濃度

濃
度
（
μ

g/
m

3 ）

排
出
量
（
千
ト
ン
）

市レベルでの大気への排出量と
モニタリング結果の比較

全国レベルよりも
良い相関（R2=0.57)

地域の環境管理、大防法など
との連携

有害大気汚染モニタリング調査結果
http://www.env.go.jp/air/osen/monitoring/index.html三重県四日市市三浜小学校測定局（発生源周辺）
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①届出とモニタリング結果の比較

～テトラクロロエチレン（大阪府東大阪市）～

大気への届出排出量とモニタリング結果
テトラクロロエチレン（大阪府東大阪市）
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他物質でも排出量とモニタリング結果で
相関有り（R2=0.83)

個別事業所データを使って
地域レベルでのデータ検証
が可能

排出量から大気中濃度を予測す
ることができる。逆も可能。

有害大気汚染モニタリング調査結果
http://www.env.go.jp/air/osen/monitoring/index.html大阪府東大阪市（一般環境）
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②リスク評価への活用

～リスク評価体験ツール～

http://www.safe.nite.go.jp/management/about/experience/index.html

ＮＩＴＥホームページ内の初期リスク評価書（有害性、暴露量）のデータを元に、
簡易的にリスク評価を行うことができる。有害性、暴露量とも、ユーザーの設
定が可能で、より地域を意識した評価を行うことができる。

排出量の多い物質についてリスク評価
→ リスク削減の必要性を検討

事業者

排出量の多い事業所・地域ごとにリスク評価
→ 事業所ごとのリスクをスクリーニングとして把握
→ 対策が必要な事業者・業種・物質・地域の抽出

自治体

※ リスク評価については以下の資料を参考にして下さい。
「化学物質のリスク評価について －よりよく理解するためにー」

http://www.safe.nite.go.jp/shiryo/yoriyoku.html
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②リスク評価への活用

～リスク評価体験ツールの例～

・排出量から推計し
た大気濃度

・モニタリングデータ
による大気濃度

リスクの
有無
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②地域の環境管理への活用
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分類すると・・・

個別事業所レベルでみると、増加と減少の事業所が分類できる。
→ 増加・減少している事業所・地域・業種、または、それらの
組み合わせを抽出することができる。

増加事業所の合計

減少事業所の合計

順調に減少？

トルエンの大気への排出の推移

～個別事業所の増減情報の抽出～

※ ＮＩＴＥでは、ＰＲＴＲデータの活用として、過年度の届出を
比較した「比較報告書」を作成し、公表している。
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②地域の環境管理への活用

～個別事業所の過年度の推移～
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事業所の経年変化の例

増加した事業所

減少した事業所

H15    H16    H17    H18    H19

増加している事業所・減少している事
業所を抽出することができる。
（住所・物質・業種等で絞る）

対策が必要な地域・物質・業種を抽出
することができる。

H15は同じくらいだが

変動が少ない事業所

A社

B社

C社
D社E社
F社
G社

H社I社

個別事業所データの過年度比較
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リスクコミュニケーションへの活用

通常のコミュニケーション
交流会・お祭り
清掃・美化活動
緑化活動
啓発活動
防災訓練
等・・・・

環境情報開示
CSR報告書（社会、環境）等
ホームページ、パンフレット

現場の公開
工場見学
職場体験

対話
懇談会
環境学習支援

リスクコミュニケーション
工場見学会
環境報告書を読む会
環境モニター・パトロール
地域対話・環境懇談会
JRCC地域対話 等・・

個別事業所のデータが
共通の情報源になる！

テーマは・・・・
・届け出している物質について
・数値の増減について
・同業種との比較

リスクコミュニケーションには様々
な形態がある。

通常のコミュニケーションからの
展開でも良い。

効果が得られれば、どんな形でも
良い。

事業者による自主管理の改善の促進事業者による自主管理の改善の促進
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まとめ

★ 個別事業所データの公表されたことにより、個々の事業所のPRTR届出
データをだれでも入手することが可能になった。

★ PRTRけんさくんを使用して、事業所・物質・所在地・業種・経年変化を
解析することができる。

事業者

◆ 自社・他社・同業種・他業種と比較できるようになった。

→ 排出量を客観的に評価できる → 排出量の適正な管理

◆ 排出量の多い物質についてリスク評価の実施

→ リスク削減の必要性の検討

◆ リスクコミュニケーション

→ 様々な場所でリスクに関する情報提供

自治体
◆ 地域の環境管理への活用

→ モニタリング地点・物質の検討と検証、大気中濃度の予測

→ リスク評価 → 対策が必要な事業者、地域、物質を抽出できる。

国民 ◆ 自分が住んでいる地域の排出量を把握することができる。
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参考：比較報告書
PRTR届出データの区分毎の上位物質や業種毎の経年変化を解析した報告書
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↑ 19年度の大気への排出量上位10物質の5年間の推移

アドレス：
http://www.prtr.nite.go.jp/prtr/prep18.html

☆ＨＰからダウンロードできます

～構成～

1章 届出状況の比較
2章 排出量及び移動量の比較

（１）総論
（２）大気への排出量
（３）公共用水域への排出量
（４）土壌への排出量
（５）埋立処分量
（６）廃棄物としての移動量
（７）下水道への移動量
（８）水系への排出・移動量
（９）廃棄物の埋立・移動量
（１０）特定第一種指定化学物質の排出量・移動量

3章 業種別の排出量及び移動量の比較

（１）業種別の排出量及び移動量の総論
（２）業種別の排出量及び移動量の詳細

4章 都道府県別の排出量及び移動量の比較
5章 大気への排出量上位事業所の４年間の推移 ↑ パルプ・紙・紙加工品製造業の５年間の推移と増減上位物質
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